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●代表取締役／佐藤 匠徳
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●事 業 内 容／新薬開発や疾患の早期発見・早期治療に貢献する数理・AI解析
　　　　　　　メディカルソリューションの創造・提供
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光学装置・メカの設計開発から量産まで
トータルに受託

　当社は、光学技術をコアとし、主に光
学装置やメカの設計・開発、試作・評価
設備開発の受託事業、及び光学技術に
関するコンサルティング事業を展開し
ています。私は、長年、大手メーカーで
光学技術の開発に携わり、「その開発力
を生かしてより多くの企業のお役に立

ちたい」との思いで独立、2016（平成28）年に起業しました。
　当社の強みは、レンズ技術はもちろん、メカトロ、レーザー、
センサーなど、光学に関わる多様な技術・デバイスを開発でき
ることにあります。それに加えて、国内外に多様なパートナー企
業を有し、量産設計から生産設備の立ち上げ、量産までトータ
ルに対応します。当社ほどの事業規模でここまで対応できる企
業は他にないと自負しています。

光学技術を活用しARモジュールを開発
産業分野への普及を目指す
　現在、光学技術を活かした新規事業領域として最も注力して
いるのが、AR（拡張現実）モジュールの分野です。
　既存のARモジュールの多くは多機能ゆえに高額で、業務用
として導入しにくいという声を耳にしていました。そこで当社は、
作業現場で使いやすく、できるだけコストを抑えたARモジュー
ルを目指しました。
　特長は、スマートフォンを連携させることにより、ARの投影
機能に特化したところにあります。ARモジュールとスマート
フォンをケーブルでつないでデジタル情報を送受信し、約3～
4cm四方の透明な導光板にクリアに映像を投影することに成
功しました。デバイスの重さはわずか60g以下と、大幅な小型
化、軽量化とともに、圧倒的なコストダウンを実現しました。
　ヘルメットやメガネなどに容易に装着できるため、ハンズフ
リーで導光板を介して映像を見ることができます。例えば、メン

テナンスの現場で、ヘルメットに当社のARモジュールを装着す
れば、導光板に投影された指示書や図面を見ながら、手を止め
ずに作業を進めることができます。スマートフォンのオンライ
ンビデオ通話の映像をARモジュールに投影すれば、遠隔地か
ら現場の映像を確認しながら指示・支援することも可能です。
また、VRの没入タイプ（実世界が見えない）と違い、透明な導
光板に映像を表示することが可能なため、装着者の視界を遮る
ことがなく安全に作業を行うことができます。
　2021（令和3）年12月、最新のARモジュールの量産を開始
しました。すでにメンテナンス会社などから引き合いをいただ
いています。今後は、介護や教育の現場にもウェアラブルな遠
隔支援ツールとして販路を拓きたいと考えていますが、まずは、
日本や台湾といった身近な市場でトップシェアを目指し、産業
分野への普及に取り組みます。それと同時に将来を見据え、一
般消費者向けARモジュールの製品化も視野にさらなる開発を
進めていく計画です。
　KICKに入居して良かったのは、各種機械・設備を導入し、開
発実験から試作品製造まで行える広いスペースを確保できた
ことです。また、けいはんな地域は、京都の中心部や大阪に近
い好立地。何より豊かな発想でアイデアを練り、新しいものを
生み出すのに適した環境だと思っています。
　これからもお客様のお役に立つ企業であり続けたい。光の
技術を活用し、お客様と共に世の中を変える技術や製品を生み
出していきたいと考えています。

代表取締役社長
増田 麻言氏

高度な光学技術でARモジュールを開発
圧倒的な小型化・軽量化・低コスト化を実現

ブルーオプテック株式会社
https://www.blueoptech.co.jp/

Comp a n y  D a t a
●代表取締役社長／増田 麻言
●所　在　地／京都府相楽郡精華町精華台7-5-1 
 けいはんなオープンイノベーションセンター
●電　　　話／0774-66-3414
●設　　　立／2016（平成28）年11月16日
●事 業 内 容／光学・メカ設計、試作・評価、レーザー応用モジュール・ARモジュールの
 開発、コンサルタント

“けいはんな”発、元気企業
けいはんな支所では、ビジネスマッチング等の財団事業の窓口として、地域内の企業をサポートし
ています。「“けいはんな”発、元気企業」シリーズでは、“けいはんな”で生まれチャレンジし続ける
企業や他の地域からけいはんなに移転された元気な企業の代表者にお話を伺います。

取  材

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 けいはんな支所　TEL：0774-95-2220  E-mail：kick@ki21.jp
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開発者の声

　ARモジュールの開発には、4年の歳月を費やしま
した。クリアに映像を投影できるスマートグラスを完
成させるまで、重ねた試作は数百回。大きなバケツが
いっぱいになるほどの試作品を作り、改良を繰り返し
ました。開発後、量産設計段階でも、よりシンプルで

コストを抑える生産工程を可能にする設計に苦心しました。このたびいよ
いよ世の中に送り出すことになり、長年の努力が報われた喜びと安堵で
いっぱいです。

技術部長　白井 伸弘 氏

メガネに装着可能なARモジュール スマホと連携させ、ARを表示

多様な器官の関連を「見える化」する独自技術で
病気の早期発見・治療・予防に貢献

　当社は、私が、科学技術振興機構（JST）
の研究プログラム「ERATO」で取り組ん
だ「佐藤ライブ予測制御プロジェクト」
の研究成果を社会に還元することを目
的として、2015（平成27）年に設立した
会社です。
　当社では、生体内にある多数の器官
（心臓、肝臓、腎臓など臓器や組織）どう

しの多次元的なクロストークネットワークを遺伝子発現ビッグ
データとAI解析によって“見える化”する独自技術「iOrgansテ
クノロジー」を世界に先駆けて開発しました。当社の強みは、単
なるデータのアウトプットではなく、そこから新しい概念やメカ
ニズムを見つけることのできるアルゴリズムを創出したところ
です。人間が考えたり、実験したのでは到底たどりつけない革
新的な仮説を導き出すことで、病気の早期発見やこれまでにな
い新規な先制的治療の分子ターゲットの同定も可能にしてい
ます。これを基盤技術として医薬品や食品素材の身体への作
用を検出する「Drug（D）-iOrgans」や、病気の予兆を予測する
「Reverse（R）-iOrgans」、病気を予防あるいは先制治療する
「Forward（F）-iOrgans」に応用展開しています。
　その後さらに開発に成功したのが、医薬品や機能性飲料・食
品の副作用・有害事象および効能を高精度に予測できるAIシ
ステム「Humanized Mouse-Database（hMDB）」です。この
「hMDB」を基盤として、従来の創薬ツールとは一線を画す独自

の医薬品開発プラットフォームを創出し、創薬支援サービス事
業をスタートさせました。

薬の副作用・効能を予測するAIシステムを開発
創薬支援サービス事業を開始
　hMDBは、あらゆる医薬品の副作用や有害事象、および効能
を予測します。事業化に向け、「次世代地域産業推進事業」の補
助を得て、既存の医薬品11種についてhMDBの正確度と精度
を検証しました。医薬品をマウスに投与し、全身の臓器の遺伝
子発現パターンを計測してその計測結果をhMDB解析するこ
とで、医薬品の構造やその標的を問わず、その医薬品の世に知
られている効能・副作用・有害事象を高い正確度と精度で的中
させることができました。
　hMDBの性能を実証できたことで、事業化が加速。製薬企業
や食品メーカーとの共同研究契約につながっています。
　現在は今後の企業成長を見据え、事業規模の拡大に取り組
んでいます。目指すのは、一人ひとりに最適な医薬品を提供で
きるようにする、AIバーチャル治験の実現。そんな究極の個別
化医療が可能な未来創生に貢献するために、今後も真のサイ
エンスに立脚した研究・技術開発を進めて参ります。

Karydo TherapeutiX株式会社
https://karydo-tx.com/

●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21 事業成長支援部 連携支援グループ　TEL：075-315-9425  E-mail：sangaku@ki21.jp

代表取締役　佐藤 匠徳 氏

薬の副作用、効能を予測できるAIを開発

「次世代地域産業推進事業」活用企業紹介
平成30年度「次世代地域産業推進事業」に採択されたKarydo TherapeutiX株式会社の代表取締役 佐藤 匠徳氏に、「hMDBに
基づくインテリジェント医薬品開発プラットフォーム提供事業」について伺いました。

取  材

カリウド　セラピューティクス


